
地方再生モデル都市 中活 人口定着                   

金沢
か な ざ わ

中央
ち ゅ う お う

地区（三期） 
（石川県金沢市） 

○ 計 画 期 間 平成 26 年度～令和 2年度 

○ 面     積 860ｈａ 

○ 交付対象事業費 8,825.2 百万円 

○ 市人口 447,209 人 

 

 

 

 

 

目  標   誰もが暮らしやすく、にぎわいと交流が生まれ、過度に自動車に依存しない中心市街地を目指す。 

 

指  標 

 定住と交流の促進結果を測る指標として、社会

動態（定住）、主要商業地の歩行者通行量、金澤

町家の再生活用件数、外国人入り込み客数を設定。 

 

 

 

 

事業内容   

 基幹事業(8,613.2 百万円)→道路(幅員 3ｍ～11ｍ、延長 1,150ｍ)、公園（１か所 9,699 ㎡）、緑地(２か所 3,256 ㎡)、

地域防災施設(２か所)、電線類地中化（延長 860ｍ）、既存施設リニューアル（２か所）、

橋梁照明施設（４橋）、地域交流センター（１か所）、誘導施設（３か所） 

 

 

 

45 歳未満人口の年間社会動態  

平均 94 人/年（H24～H27） → 平均△23 人/年（H30～R2） 

主要商業地の歩行者通行量  

平均 110,000 人/日(H24～H27)→平均 102,537 人/日(H29～R2) 

金澤町家の再生活用件数  

平均 8/件(H24～H27) → 平均 12.7 件/年(H29～R2) 

外国人入り込み客数   256,000 人/年(H27) → 613,000 人/年(R1) 

地区概要 無電柱化整備や建築物のライトアップなど、金沢

らしい伝統景観を保全し、金沢の建築文化の拠点

を整備することにより、まちに人を呼び込み、中

心市街地の活性化を図る。 

ポイント 北陸新幹線開業後の、地区内における交通

結節機能の向上と景観形成や交流空間の整

備により、交流拠点として魅力を高める。 

■基幹事業 高質空間 大野庄用水沿い無電柱化事業 

■基幹事業 道路 
 旧北国街道（ふくろう通り） 
無電柱化事業 

■基幹事業 道路 尾山神社参道無電柱化事業 

■基幹事業 既存建造（誘導施設） 
  金沢くらしの博物館 

■基幹事業 高質空間 
旧鶴来街道（六斗の広見）無電柱化事業 

ＪＲ金沢駅 

■基幹事業 道路     
菊川町地内道路整備工事 

■基幹事業 地域生活 
本多町歴史文化ゾーン散策空間 
再整備事業（仮称） 

■基幹事業 地域生活 
旧城東市民体育館耐震改修事業 

■基幹事業 地域生活 文化ホール耐震改修事業 

■基幹事業 高次都市長土塀青少年交流センター 

■基幹事業 誘導施設 
谷口吉郎・吉生記念金沢建築館 

■基幹事業 高質空間  
橋梁照明整備事業 

■基幹事業 道路   
材木町地内外 1 路線道路整備工事 

■基幹事業 高質空間  
広岡１丁目無電柱化事業 

■基幹事業 高質空間  
安江町無電柱化事業 ■基幹事業 高質空間 

駅西広場周辺環境整備事業 

■基幹事業 高質空間 
金沢らしい夜間景観創出事業 

都市再生整備計画事業計画

都市機能誘導区域 

〇関連事業 片町地区再開発事業 

〇関連事業 金沢ふらっとバス運行費、少量更新費 
 
〇関連事業 公共レンタサイクル「まちのり」運営事業 

■基幹事業 高質空間 にし茶屋街緑地整備事業 

■基幹事業 誘導施設 玉川こども図書館 

■基幹事業 公園 玉川公園改修事業 

■基幹事業 誘導施設 金沢市立中央小学校 

■基幹事業 既存建造（高次都市施設） 
価値創造拠点施設整備事業 
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金沢らしい夜間景観創出事業（金沢駅東広場鼓門） 

金沢駅西広場 

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館 

 

地区の現況と課題 

 

 金沢城址を中心とした藩政期の城下町区域であるとともに、市内交通

の要衝にあたり、業務・居住機能や公益施設等が集積している地区であ

る。しかし、郊外部への大型店舗の進出や都心部の交通渋滞、人口のド

ーナツ化現象に伴い、都心部の空洞化が進行し、まちなか定住人口の減

少や商店数・事業所数の減少など都心活力が低下しつつあった。 

１期及び２期都市再生整備計画において各種事業を推進してきたこと

により、地区内人口及び歩行者通行量の下げ止まり傾向が見られ始めて

いることから、更なるまちなかの魅力向上に寄与する各種事業を継続し

て展開していく。 

 

 

計画策定プロセス 

 

 本計画の上位計画として中心市街地活性化基本計画が策定されており、

以下プロセスを踏まえている。 

 

実施事業の進捗状況の把握 

 統計資料の分析により前回の基本計画（５年間）における事業の成果を

集計し、効果を検証した。 

 

市民アンケートの実施 

 前回基本計画の市民評価や今後の中心市街地に必要な要素、まちづく

りへの参加意識などの調査を行った。 

 

金沢市市街地活性化推進委員会による審議 

 経済界、商業者、学識経験者、市民等で構成された委員会によりアンケ

ート結果や前回計画の成果を審議し、その策定課程を公開することにより

パブリックコメントの導入を図りながら、新たな基本計画を策定した。 

 

＜１期、２期計画を踏まえ＞ 

 １期計画（Ｈ16～20）、２期計画（Ｈ21～25）と継続して計画を推進し

てきた成果を今後も持続させる必要がある。 

３期計画においては、北陸新幹線開業後も引き続き、歴史的まちなみ

や建造物群の保存、無電柱化、用水沿いの修景整備により、まちの魅力

向上を図っていく。 

また、まちなかでは依然として駐車場、空き地などの低未利用地が存

在していることから、これらを住宅地等への転換を図る施策を推進して

いくこととする。 

金沢市中心市街地 
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